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し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て

こ
こ
に
市
民
忘
市
を
定
め
ま
す
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6月6日から 10日まで、市総合展 示館 で上田さっき会による「さっき 展示会」が聞かれましれ

初夏を彩る色とりどりのさつきが会場い っぱいに展 示され、大勢の市民の皆さんが観賞 しま

した。

く
世
界
に

E
を
情
七
十
h

旬
若

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 7月 1日(必

午前 9時から午後 4時まで、市役

所 3階市長室で行います。お気経

におでかけくださし、。

内容

大地LJ主に備えて、第 l凶 J-_出市防災訓練を実地ー・・・・・ー 2 ・3ページ

わあーいぼく らの保育l判だぞ一一一 城下保育問ヵ、完成ーー・・ 4ページ

反本番 /市営フ ール 6n 21臼にオーブンーーー ーーー ー ・・・・・・・ .5ベ ジ

11万，;j民の家Hi苛ーーーー ・・ ーー・・ー.......ー・・・・ ーー・・・・・・ーー 6・7ペ ジ

ィ毎の家」のご乎IJ用を、 7 ・8月開設ーーー ・・・・ ー.......... ーーー 8ページ

健康づく り、 悔 1，liと食中 4 ・e ・・ E ーーー ・・・・ ・・・・・・・・・ーーー・ ーー .9ページ

ソヘルクリン反応、と B C Gチ Il)j娘師ーー ・ーー・・・ーーー ・ーー・ ....10ページ

身体邸主者 ・ 机神 ~""It ~}~j 省宇LI談以にお31特にごキU .:kを・-ー .... 11 ページ
必報、 工業料(，，1.，;司伐の結*報告ーーーーー.....・.................12ページ

な王

農地問題相談日
「燥地問題相談」を 7月 1日(刈午

前 8時 30分から午後 5時まで、市

役所 2Jl皆段業委員会 事務局て行い

ます。 おうパ蛙におでかけくださ い
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扇i練を実施

一
九
八
×
年
×
月
×

目
、
震
度
五
以

上
の
大
地
震
が
発
生
/
家
屋
の
倒
壊
、

火
災
の
発
生
、
橋
の
破
損
が
相
次
ぎ
、
死

傷
者
も
続
出
:
:
:
こ
の
よ
う
な
災
害
に

巻
き
こ
ま
れ
た
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う

し
ま
す
か
?
「
私
の
生
き
て
い
る
聞
に

は
、
大
き
な
地
震
な
ど
起
こ
ら
な
い
よ
」

と
簡
単
に
考
え
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
災
害
は
、
明
日
、
い
や
今
日
起
こ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で

か
備
え
あ
れ
ば
憂
え
な
し
仰

の
こ
と
わ
き
ど
お
り
、
「
第
一
回
、
上

田
市
防
災
訓
練
」
が
、
五
月
三
十
一
日
、

第
一
分
団
地
区
(
東
部
地
区
と
横
町
)

を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

企午前 10時に大地震が発生との想定で、5月31日、防災訓練を

実施(写真は合同庁舎での避難救出訓練)

災

の
防
災
訓
練
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

思
想
の
高
揚
と
関
係
機
関
相
五
の
協
力

体
制
の
確
立
を
主
な
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。当

日
は
、
午
前
十
時
、
震
度
五
以
上

の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
を
し
、

た
だ
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
第
一
中
学

校
校
庭
に
設
置
し
ま
し
た
。

一
中
の
校

庭
に
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、
一
中
・

東
小
の
児
童
の
皆
き
ん
な
ど
が
、
続
々

と
避
難
し
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、

火
災
訓
練
、
水
防
訓
練
、
給
水
・
給
食

訓
練
な
ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
合
同
庁
舎

で
は
、
三
十
五

m
は
し
ご
消
防
車
な
ど

に
よ
る
本
番
き
な
が
ら
の
避
難
救
出
訓

練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
訓
練
終
了
式
で
は
、
対
策
本

部
長
と
し
て
参
加
し
た
石
井
市
長
か
ら

「
本
自
の
防
災
訓
練
は
、
多
く
の
関
係

団
体
の
皆
き
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
各
地
区
で
訓
練
を
重
ね
、
有
事

に
備
、
え
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
防
災
訓
練
を
終
了
し
ま
し

た
。な

お
、
防
災
訓
練
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
き
ん
に

対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

h
F

救
急
車
も
出
動
し
、
東
小
児
童
を

中
の
救
護
所
へ

一

/

』

F

一
中
の
救
護
所

へ
続
々

と
運
び
込
ま

れ
る
負
傷
者
に
は
、
応
急
手
当
が

さながらに

人を
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第1回

の
こ
と
わ
ざ
ど
お
り
、
「
第
一
回
、
上

田
市
防
災
訓
練
」
が
、
五
月
三
十
一
日
、

第
一
分
団
地
区
(
東
部
地
区
と
横
町
)

を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ

東
中
の
児
童
何
雀
き
ノ
ハ
右
と
え
来
，

A

と
避
難
し
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て

火
災
訓
練
、
水
防
訓
練
、
給
水
・
給
食

訓
練
な
ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
合
同
庁
舎

砂
れー
る中
負の 〆
傷救
者護
に所
はへ
、続

応々
君、と
手運
当び
が 込

ま

4
J
 な

お
、
防
災
訓
練
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

企合同斤舎 6階で助けを求めている人を

35mはしご消防車で救助

え

4

司
合
同
庁
舎
の
一
階
か
ら
出
火
・
:
逃
げ
遅
れ

た
人
は
救
助
袋
で
地
上

へ
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-フン
'今図れ
ヰフ て夏
は|いの

l-j片手間

里上営市
一回ブ民
十 公 !の
一図 ル皆
目 内(き
仕 )ブ自 ん
に l然 に
オ ル 連 続

I ~ 動し
プを公ま

817 第

/ 

上
田
市
で
は
、
東
部
保
育
園
に
続
き

二
番
目
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

て
の
城
下
保
育
園
が
先
ご
ろ
完
成
し
、

園
児
は
新
し
い
園
舎
で
楽
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
園
舎
は
、
老
朽
化
が
著

し
く
、
園
児
が
増
、
ぇ
手
狭
に
な
っ
た
た

め
、
旧
園
舎
の
横
に
三
百
五
十
平
方
灯

の
土
地
を
新
た
に
確
保
し
建
て
替
、
え
し

た
も
の
で
す
。

新
園
舎
は
、
二
千
七
百
十
平
方
灯
の

敷
地
に
延
べ
一
千
百
五
十
九
平
方
日
(
一

階
七
百
二
十
七
平
方
灯
、

二
階
四
百
三
十
二
平
方

υ
川)

の
面
積
が
あ
り
、

総
事
業
費
は

一
億
五
千

百
七
十
八
万
円
で
し
た
。

保
育
室
の
ほ
か
乳
児
室
、

リ
ズ
ム
室
な
ど
が
あ
り
、

火
災
な
ど
の
非
常
時
に

二
階
か
ら
脱
出
で
き
る

ス
ベ
リ
台
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

』
V

新
し
い
保
育
室
で
楽
し
い
給
食

利
用
時
間

二
交
替
制
で
、
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
十
二
時
三
十
分
、

午
後
一
時
か
ら
同
四
時
ま
で
で
す
。

入
場
料
・
:
大
人
二
百
円
、
中
学
生
以
下

‘保育園にふさわしく階段にも

王見代的なデザインが

期
間
・
:
六
月
二
十
二
日
か
ら
八
月
二
十

四
日
ま
で
の
毎
日
曜
日
。
た
だ
し
、

小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
毎

日
運
行
さ
れ
ま
す
。

料
金
:
・
大
学
前
駅
↑
↓
自
然
迅
動
公

図
、
片
道
で
、
大
人
九
十
円
、
小
人

五
十
円
。

t
k
富
冗
怠
サ

H
M

E 
κ 
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市営ブール

え

ノ

つ

6月21日にオーブン

夏
め
問
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
い
る
市
営
プ
|
ル
(
自
然
運
動
公

園
プ
|
ル
、
上
回
公
圏
内
プ

l
ル
)
を

今
年
は
、
六
月
二
十
一
日
出
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
お
で
か
け

く
だ
き
い
。

上
田
公
園
内
プ

l
ル
は

利
用
時
間
・
:
三
交
替
制
で
、
午
前
九
時

か
ら
正
午
、
午
後
十
二
時
三
十
分
か

ら
同
三
時
、
午
後
三
時
三
十
分
か
ら

同
五
時
ま
で
で
す
。

入
場
料
:
・
大
人
五
十
円
、
中
学
生
以
下

三
十
円
で
す
。

一
自
然
運
動
公
園
プ
l
ル
は
:
・

一

利
用
時
間
二
交
替
制
で
、
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
十
二
時
三
十
分
、

午
後
一
時
か
ら
同
四
時
ま
で
で
す
。

入
場
料
・
:
大
人
二
百
円
、
中
学
生
以
下

百
円
で
す
。

そ
の
他
・
:
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
五
十
灯

プ
l
ル
は
小
学
校
三
年
生
以
下
の
子

供
さ
ん
と
、
泳
げ
な
い
方
は
事
故
防

止
の
た
め
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

一
自
然
運
動
公
園
に
接
続
パ
ス

一

自
然
運
動
公
園
を
利
用
さ
れ
る
方
の

交
通
利
便
を
図
る
た
め
、

今
年
は
電
車

の
発
着
時
刻
に
合
わ
せ
た
上
国
交
通
側

の
接
続
パ
ス
を
、
大
学
前
駅
か
ら
自
然

運
動
公
園
ま
で
運
行
し
ま
す
。

電車 ノ〈ス パス
(大学前駅発)

電車

駅上発田 別所発 前大学41 大前学発 公運園動着 公運園動発 大前学着 方上面田行 方別面所行

9 : 06 9 : 19 9 : 21 9 : 25 
9 : 30 9 : 43 9 : 45 9 ・49

9 : 40 9 : 55 10: 00 10: 04 
10: 15 10: 27 10: 29 10: 33 

10: 22 10: 37 10: 45 10: 49 
11: 08 11: 22 12: 15 12: 19 12: 22 

11: 20 11: 33 12: 32 
12: 10 12: 22 12: 24 12: 28 12: 58 13: 02 13: 06 

12: 17 12: 32 12: 40 12: 44 13: 17 
12: 55 13: 06 

13: 02 13・17 13: 19 13: 23 13: 41 13: 45 13: 50 
13: 38 13: 50 14: 02 

13: 47 14: 02 14: 04 14: 08 14: 28 14: 32 14: 50 
14: 24 14: 38 14: 38 

14: 37 14: 50 14: 52 14: 56 15: 14 15: 18 15: 23 
15: 12 15: 23 15: 34 

15: 20 15: 34 15: 36 15: 40 16: 05 16: 09 16: 19 
16: 30 

運動公園線時刻表

期
間
回
目
・
六
月
二
十
二
日
か
ら
八
月
二
十

四
日
ま
で
の
毎
日
曜
日
。
た
だ
し
、

小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
毎

日
運
行
さ
れ
ま
す
。

料
金
・
:
大
学
前
駅
↑
↓
自
然
運
動
公

園
、
片
道
で
、
大
人
九
十
円
、
小
人

五
十
円
。

接
続
時
刻
・
:
上
表
の
と
お
り
。

! 鍍露脳機溺加(k&~ .彊司・I:c.'~~~

( 6月加は投票日 iマ国;
: 衆議院議員総選挙 開レ帯電;
j 参議院議員通常選挙 監切 ?tf凶~t

再軍 _n~;_ ir" ， 1 画面r.~寝間-・ . 
: 最高裁判所裁判官国民審査 歯 LP祖圃'

j投票山削け の 際 は 入 場 券 を お 忘 れ なく。 圃圃圃量園町
;投票時間は午前 7時から午後 6時まで。(ただし、 ・・圃・・圃E・・圃

;須川、畑山、長入、岩清水、野倉の各投 票 所 は 午 ・ ・ ・ ・ ・ 圃E・・圃

;後4時まで) 圃・・・・・.-・
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11万市民の家計簿
市
で
は
、
市
民
の
皆
き
ん
に
市
の
財

政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、

上
半
期
と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に

財
政
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

五
十
四
年
度
下
半
期
(
五
十
四
年
十

月
一
日
か
ら
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
)

の
財
政
状
況
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ご
理

解
を
深
め
て
く
だ
き
る
よ
う
お
願
い
し

歩
合
t''o

え817 r 第号~

科 目 予 算 古買 収入済額 収入率

市 税 58億5，651万円 58億5，764万2千円 loo-。% 

国庫支出金 22億7，204万8千円 15億7，623万4千円 69.4 

市 債 21億3，810万円 13億6，450万円 63.8 

地方交付税 21億2，229万2千円 21億2，229万2千円 100.0 

県支出金 12億1，668万2千円 7億7，393万9千円 63.6 

諸 収 入 11億6，613万6千円 l億2，630万3千円 10.8 

分負担金担及 金び 5億8，821万2千円 4億 384万4千円 68.7 

繰 越 金 2億6，644万4千円 2億6，644万4千円 100.0 

地方 議 与税 l億9，226万4千円 l億9，226万4千円 100.0 

財産収入 l{意8，694万4千円 l億9，551万5千円 104.6 

使手用数料及料び l億7，575万5千円 l億7，737万9千円 100.9 

交自動車付取得税金 l億2，112万6千円 l億2，112万6千円 100.0 

繰 入 金 5，305万7千円 305万7千円 5.8 

寄 附 金 3，816万8千円 3，821万7千円 100.1 

特交通別安交全付対策金 2，308万2千円 2，308万2千円 100.0 

A 口 計 164億1，682万円 132億4，183万8千円 80.7 
← 

(55年 3月31日現在)

執行率

16J意

% 

92.4 

87.8 

63.4 

82.2 

67.4 

96.2 

35億9，079万9千円

21億7，756万3千円

296万7千円

17億8，051万3千円

11億7，893万9千円

額

13億5，938万円

1斉出支

一般会計収支状況

出

目

歳

手ヰ

入歳

817 

99.6 

4，658万9千円 96.2 

H意7，241万9千円

計ム
ロ

債務負担行為 (55年 3月31日現在)

(55年 3月31日現在)

5億円 | 

88億2，896万4千円

40億7，173万6千円

一時借入金

債務負担議決額

額

借入現在高

f旦負実

区 分 一 般 会 計 特 別 会計 A ロ 計
トー

54年 9月 末現在 63億6，913万8千円 30億1，106万6千円 93億8，020万4千円
トー

I ~~弘5お昨年年司3F3月月l10月 1 日か額ら
12億6，740万円 8{意 746万円 20億7，486万円

末日までの借入

0末月 1日か額ら H意9，513万8千円 3，850万8千円 2億3，364万6千円
日までの償還

差引現在高 74億4，140万円 37億8，001万8千円 112億2，141万8千円
ー

(55年 3月31日現在)地方債現在高
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歯

圏.
事

畿

米

加

百「

城 下保育園改築、母子寮移転新

築、しいのみ園新築、児童館従

設、同和対策生活環境主主備工 'f;
など市民福祉の向上に力が注が

れています。

信濃国分寺資料館建設(写真右

上)、北 ・西・神科・中j:M;_回 ・東t亙回

各小学校の明改築など教育地設

の充'夫にブJが注カ、れています。

自然運動公園盤備(写点左上は

フィール ドアスレチック)、公営

住宅建設、秋和上堀線改良工事

などに力が注がれています。

市
有
財
産
の
状
況

(23月
出
日
現
在

入歳

(55年 3) 131日現在)

科 目 予算額 収入 i高額 収入牢

国民 健 康保険事業 26億6，220万l千円 23億2，855万6千円 87，5 

公 共 下 水 道 事 業 11憶1，880万円 8f意2，74-1万l千円 74，0 

資I，'J和金地等 lメ貸fi o付't:事~Id業E 51意5，123万4千円 31意9，430万9千円 71.5 

土 地 取得事業 31)害 248万7千円 31意 948万8千円 102，3 

福祉事業センタ一事業 Ii意 456万9千円 lf:e. 60万7千円 96，2 

塩固有線放送電話事業 4，808万7千円 3，863万5千円 80，3 

交通災害共済事業 2，796万9千円 3，042万3千円 108，8 

lロh、 計 48億1，534万7千円 40億2，945万9千円 83，7 

特別会計収支状況
入歳

-有価証券

780万9，048円

-建 物

5，837円

-積立金

地

15億2，636万

-土

出

科 目 予算額 支 出 済 額 執行率

国民健康保険事業 261意6，220万l千円 221意2，433万9千円 83，6 0 

公共 下 水道事業 11億1，880万円 9億1，595万4千円 81.9 

同資和金地等区貸住付宅事新築業 51意5，123万4千円 51意3，316万9千円 96，7 

土 地 取得事業 3億 248万7千円 4，154万l千円 13，7 

福祉事業センタ一事業 Ii意 456万9千円 l億 14万1千円 95，8 

塩田有線放送電話事業 4，808万7千円 3，550万8千円 73，8 

交通災害共済事業 2，796万9千円 2，704万5千円 96，7 

1仁入2 計 481)在1，534万7千円 38億7，769万7千円 80，5 

歳20万7，451m2

..... 
宅

敷地21万8，831m2

建物 5万2，541m2 

-イ主

134万2，962m2

1，691万6，122m2

林-山

考〕

債務負担行為

〔参

区 分 議 決 音質

一般会計現在高 88億2，896万4千円 40{怠7，173万6千円

特別会計現在高 。 。
企業会計現在高 lf:意8，926万3千円 lf意4，846万4千円

il- E十 90億1，822万7千円 42億2，020万円

0議決額は議会で承認、された限度額

一時借入金

借入現在高

(55年 3月31日現在)

0実負担額は実際に負担する額

(55年 3月31日現在)

i一般会計 5億円
5億円 {特別会計.企業会計 なし

(55年 3月31日現在)

区 分 金 ~fi 

一般会計現在高 741意4，140万円

特別会計現在高 371意8，001万8千円

企業会計現在高 30億698万4千円 {産水道院29億46，，427244万万4円千円

ぷ口入 計 1421)意2，840万2千円

地方債現在高
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お知らせ
「
海
の
家
」
の

ご
利
用
を

〈

7
・
8
月
開
設
〉

え号 一一一一(烈話!tA23)一一一広報う

生
活
環
境
標
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
6

市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の
「
上
田
市

海
の
家
」
を
、
今
年
も
七
月
一
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
ま
で
、
谷
浜
と
能
生
に

開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。毎

年
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に

か
け
て
は
利
用
者
が
集
中
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
以
外
の
比
較
的
利
用
者
の
少
な
い

時
期
に
利
用
す
る
こ
と
も
、
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈
申
込
方
法
〉

宿
泊
の
場
合
は
、
遅
く
て
も
一
週
間

ぐ
ら
い
前
ま
で
に
、
直
接
電
話
で
海

の
家
へ
千
約
し
て
(
だ
さ
い
。
特
に

817 r 第

初夏の風物詩、千曲川の「ゃな

;魚J (写真)が行われています。

今年は例年より落ちが悪いとの

ことです。

七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て

は
利
用
者
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
早

自
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
帰
り
で
利
用
す
る
場
合
も

料金および利用時間

利用料金 利用時間

宿泊(2食付) 大人3，500円 小人3，200円 午後l時~翌日午後l時

飯田屋

日帰 1)(食事なし)大人 800円 ィ、人 600円 午前10時~午後4時

宿泊(2食付) 大人3，300円 小人3，000円 午後l時~翌日午後4時

かなはち

日帰 1)(食事なし)大人 800円 小人 600円 午前10時~午後4時

号~
817 

乳
幼
厄

三
歳
児
健
康
診
査

第

七
月
め
乳
帥
児
じ
ー-ー長
尾
達
美
h
p
量

「
一
日
生
活
教
室
」
に

多
数
の
ご
参
加
を

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
v

V
谷
浜
・
:
旅
館
「
飯
田
屋
」
新
潟

県
上
越
市
長
浜
二
ニ
八
北
陸
線

谷
浜
駅
下
車
、
徒
歩
約
五
分
宮

0
2
5
5
⑬
2
1
0
1
 

マ
能
生
・
:
民
宿
「
か
な
は
ち
」
新

潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町
七
二
四
九

北
陸
線
能
生
駅
下
車
・
パ
ス
で
約

五
分
・
能
生
浜
停
車
場
下
車
宮

0
2
5
5
6
⑥
2
3
1
6
 

〈
料
金
お
よ
び
利
用
時
間
〉

上
表
の
と
お
り
で
す
。

献
血
にご

協
力
を

保
有宮健
線⑫予
② 4防
o 1課
7 0 
2 0 
1内

線
2 
8 
9 

尊
い
人
の
命
を
救
う
た
め
、
次
の
日

程
に
よ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
献
血

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
献
血
で
き
る
人
v

①
満
十
六
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未
満

の
人
。

②
前
回
の
採
血
か
ら
一
か
月
以
上
た

っ
て
い
る
人
。

③
過
去
六
か
月
以
内
に
妊
娠
し
た
こ

と
の
な
い
人
。

④
そ
の
他
、
現
在
病
気
に
か
か
っ
て

い
な
い
人
。

〈
献
血
日
時
と
場
所
〉

左
表
の
と
お
り
。

〈
持
ち
物
〉

献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
当
日

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

や
め
よ
う
ノ
.

犬
の
放
し
飼
い

〈
六
月
犬
害
防
止
月
間
〉

献血日時と場所

月 日 時 間 場所 対象地区

6月27日 午前10時から同 農協
城下地区

幽 11時30分まで 城下事業所

午前10時から
6月29日 正午まで 海野町

午後 l時30分か
全市

(日) 日曜広場
ら同 3時まで

上
田
保
健
所
食
品
衛
生
課

宮
⑮
1
2
6
0

野
犬
に
よ
る
危
害
事
故
、
農
作
物
な

ど
へ
の
被
害
が
、
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
次
の
こ
と

を
し
っ
か
り
守
っ
て
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
犬
は
、
い
つ
も
つ
な
い
で
お
き
ま

し
ょ
、
つ
。

②
春
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
犬
に
か
ま
れ
た
り
、
農
作
物

な
ど
が
被
害
を
受
け
た
ら
、
保
健
所
へ

届
け
ま
し
ょ
う
。

出』三=三三=一三=======三三一三三=三====一三三====一三三===============三三三===========一

。

民

ご

初

日

園

、

っ

月

刈

と

よ

6

M

期

す

阜
市

1

ま

ま

清

第

化

院

引

税

さ

期

担

民

。
入

納

時

県

す

納

め

W

市

で

に

月

目

、

期

内

今

4

ま

3

関

防

相

官

仰

い

を

納

税

、

き

の

険

は

だ

す

月

保

金

く

で

今

康

税

力

開

同

間

協

日

今月の納税

市県民税 第 1期

国民健康保険税第3期

〈収税課

納税でF 住 みよい環境

明るいくらし
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て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈
申
込
方
法
v

和
自
の
場
合
は
、
遅
く
て
も
一
週
間

ぐ
ら
い
前
ま
で
に
、
高
血
按
電
話
で
海

の

g
h
千
約
l
d
て
く
だ
さ
い
峰
村
に

817 _tii 817 

礼
幼
札
健
康
診
査

ニ
歳
Y

ふ~ I町!+U27lJ.12)122H¥
1- ーーー一ー- \~3H何回物品Z 回T1 -一ーーーー一弔

七
バ
の
孔
幼
児
、
=
一
稜
児
健
在
呪
4
0
売

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
時
聞
は
い
す

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
た
た
し
四
・
九
か
月
児
は
二
時
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児健康

会場 市健康センター 市I孟回母子健康センター 制rlJ祉川セ向ノ性ター会 診査日程表

一一 市健康センター |
対

4か月児 9か月児 l晶:6カー月児 4.9か月児 Ji友6か月児 l歳6か月児 会場

ト 一一一一
~ 55年3月 53年12月生 53年12月生

地区 新市内|旧市内|

児
55年3月生 54年!o月生 54年l月生

54年10月生 54年l月 54年l月

対象児 昨 6月生

岨中吋口2 温回全区 川西全区

7月 9日ど日 15 日 29 日 10 日 7月 11日 I31 B I 

えつー (9)一一一一H州 155年6}] 16 H 広報

日程表乳幼 児 健 康 診 査

「
一
日
生
活
教
室
」
に

多
数
の
ご
参
加
を

県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

告
⑫
8
5
1
7

I孟I)l..川 jll.泉田・神川・神科・盟殿
lUffli.南青li.中央・北部・四百li・峻下

私
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
に
は
、

環
境
汚
染
や
騒
音
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。
河
川
や
湖
沼
の
水
質

汚
濁
問
題
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
合

成
洗
剤
に
含
ま
れ
る
リ

ン
も
そ
の
一
因

で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
ご
存
知
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
一
日

生
活
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
多

数
の
皆
さ
ん
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
:
・
六
月
二
十
四
日

ω、
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
。

岨
場
所
:
・
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
(合

同
庁
舎
横
)
二
階
教
室
。

テ
ー
マ

・
「
私
た
ち
の
生
活
環
境
と
洗

喜
H
」

講
師
:
・
信
州
大
学
繊
維
学
部
助
教
授

桜
井
善
雄
き
ん
。

囲
碁
団
体
対
抗
戦
に

参
加
し
よ
う

新r!il付
1[1 di 1人j

と

き

・
:
七
月
六
日
間
、
午
前
十
時
。

と
ニ
ろ
・:
上
田
市
中
央
公
民
館
。

参
加
料
・
:
一
チ
ー
ム

(
三
人
)
三
千
円
。

職
場
、
地
域
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、

日
本
棋

院
上
回
支
部
(
宮
@
9
7
1
2
)

へ。

③
過
去
六
か
月
以
内
に
妊
娠
し
た
こ

と
の
な
い
人
。

④
そ
の
他
、
現
在
病
気
に
か
か
っ
て

い
な
い
人
。

今月の納

健康保険税

税金は、

協力くだき

日開)です。

納税で

l斗
1 

11111111111111111111111 

く収税課
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
と

B
C
G
予
防
接
種

保
健
予
防
標
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

結
棋
予
防
法
に
よ
る
「
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
」
と
「
B
C
G
予
防
接
種
」

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆

さ
ん
は
、
指
定
さ
れ
た
各
会
場
で
お
受

け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

①
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
五

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

れ
た
子
供
き
ん
。
お
よ
び
、
四
歳

未
満
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

を
一
回
も
受
け
て
い
な
い
子
供
さ

ん。

②
四
歳
未
満
の
子
供
き
ん
で
、

昨
年

の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
は

陰
性
と
判
定
さ
れ
た
が
、

B
C
G

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
。

(
た

だ
し
、
四
歳
以
上
で
未
接
種
の
子

供
さ
ん
は
、
小
学
一
年
生
の
時
、

学
校
で
実
施
し
ま
す
)

〈
接
種
方
法
V

V
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
:
右
手

に
接
種

U
ま
す
。
昨
年
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
を
受
け
た
方
は
、左
手
で
す
。

V
B
C
G
・--今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

判
定
結
果
が
、
陰
性
の
方
に
接
種

し
ま
す
。

〈
袋
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方
v

①
い
ち
じ
る
し
い
栄
養
障
害
者
。

②
有
熱
、
ま
た
は
重
症
患
者
。

③
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
患
者
。

④
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
の
使
用

者。

⑤
結
核
そ
の
他
疾
病
の
予
防
接
種
、

外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が
認

め
ら
れ
た
方
。

昭和55年度ツベルタリン反応検査，判定， BCG接種目程表

EZ月 日
会場名 対象地区

判定.BCG

7 農協神川事業所 神川のうち下青木，みすず台南.

7 みすず台北，上青木.梅が丘

月 月
野神見科竹"の西っ野ち竹畑、笹山.井伊.勢岩山Pi:神~科屋新，1;民1士3 上野 が丘公民 館

日 日

(刈 付埼 三好 町会 館 城下と泉回のうち半過

J 

7 7 市塩田母子健康センター 中塩田

月 月
2 4 上塩尻公民館 塩尻

日 日

附 包訪 北常国公会堂 東部

市塩田母子健康センタ 東塩田，西塩田， 53IJ所温泉

7 7 
月 月 農村環境改善センター 豊殿

8 10 
日 日 農協神川事業所

神川のうち大屋，岩下，久保林.黒

(刈 休)
坪，上沢.国分，下場，上堀

市健康センター 南部，中央と西部の一部

川辺町会館 川辺と泉田のうち吉田，福田

7 7 
月 月 市川西社会福祉センター 川西

9 11 
日 日 上 野 が 丘 公 民 館

神科のうち蛇沢，金井，山口，

制 告封
大久保.長島，金剛寺

新田区民会館 北部と西部の一部

身
体
障
害
者

精
神
薄
弱
者
相
談
員
に

お

梅
雨
ど
き
で
す

犬
切
な
お
便
り
に

の
占
…
に
・
』協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
て
名
書
き
で
の
筆
記
用
具

郵
便
物
の
あ
て
名
書
き
に
は
、
雨
で

⑥
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
方
。

〈
そ
の
他
v

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供

き
ん
は
、
二
週
間
を
経
過
し
て
か
ら

受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ポ
リ
オ
・

麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供
き

ん
は
、
一
か
月
を
経
過
し
て
か
ら
受

け
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん

新
卒
者
の
求
人
は
職
安
へ

上
回
公
共
職
業
安
定
所

宮
⑫
6
3
6
3

※時間は、各会場とも午後 1時30分から 3時までです。

七
月
か
ら
は
、
来
年
三
月
に
学
校
を

卒
業
す
る
学
卒
者
の
求
人
受
理
が
始
ま

り
ま
す
。
各
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
さ
れ
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
学
卒
者
を
対
象
と
す
る
求
人
の

申
し
込
み
は
、
中
卒
・
高
卒
は
七
月
一

日
以
降
、
高
専
・
短
大
・
大
卒
は
八
月

一
日
以
降
に
定
め
ら
れ
た
求
人
票
(
上

回
職
業
安
定
所
で
交
付
)
に
よ
り
、
上

回
職
業
安
定
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

な
お
、
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
求
人
は
、
求
人
情
報
と
し
て
、
学
生
、

生
徒
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
印
刷
配
布
さ

れ
ま
す
。
こ
の
求
人
情
報
に
は
、
中
卒

は
七
月
末
日
、
高
卒
は
七
月
十
五
日
(
第

二
報
八
月
五
日
)
ま
で
に
受
理
し
た
求

人
と
、
大
卒
な
ど
は
七
月
-
工
1

日
ま
で

に
受
理
し
た
求
人
見
込
み
情
報
と
が
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
時
期
ま
.

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

最
近
の
特
徴
と
し
て
は
、
県
外
大
学

生
の
う
ち
、
上
小
地
区
に
就
職
を
希
望

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
U
タ
ー
ン
組
」
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
応
え

る
地
元
企
業
の
求
人
が
伸
び
悩
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
慮
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
採
用
計
画
を
検
討
さ
れ
、

多
数
申
し
込
み
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

「
中
電
料
理
教
室
」
の

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
上
国
営
業
所

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
き
ん
を

対
象
に
、
次
に
よ
り
料
理
教
室
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
上
国
営
業
所
・

サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一
・

第
三
木
曜
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
三
十
分
ま
で
。

と
ニ
ろ
・
:
中
部
電
力
上
国
営
業
所
・
会

議
室
。

会
費
・
:
材
料
代
と
し
て
、
一
回
四
百

円
程
度
。

定

員

:

・
三
十
名
。

へ
定
員
に
な
り
次

第
、
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

今
回
は
そ
の
四
回
目
で
す
。

ハ
そ
の
四
〉
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身
体
障
害
者

精
神
薄
弱
者
相
談
員
に

お
気
軽
に
ご
相
談
を

817 
.J. . (昭和27司12JJ22日¥
I二一一一一-¥那 3伸郎liI!物U可/一一一一一一一治

福
祉
事
務
所

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

心
身
に
障
害
を
も
た
れ
て
い
る
皆
さ

ん
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
悩
み
ご
と
や

心
配
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

表
の
相
談
貝
の
皆
さ
ん
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

(敬称田各)

委託者 氏 名 性別 {主 所 (自治会名) 電 話

県 泉 寅雄 男 岡1042 (岡) 31-2666 

" 笠原正太郎 " 神畑821-6 (神畑) 22-4825 

" 加藤伍ー " 保野1092-2 (保野) 38-5371 

" 塩 入敏明 1/ 古安曽1024-1 (鈴子) 38-4326 

1/ 中村 :t~ " 大手2-6-28 (大手町) 22-5664 

1/ 山浦金平 1/ 上田原1234一25 (倉升) 22-6386 

えつ- (11)-一 一昭和55年 6月16日 広 報

身体障害者相談員の皆さん

7
月
2
日
肘

7
月

8
日

ω

梅
雨
ど
き
で
す

大
切
な
お
便
り
に

郵
便
受
箱
を

雨
の
日
が
多
く
な
る
時
期
を
迎
、え
ま

し
た
。

郵
便
局
で
は
、
雨
の
日
に
郵
便
物
を

配
達
す
る
際
、
ぬ
れ
た
り
、
汚
れ
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し

て
お
り
ま
す
が
、
郵
便
を
ご
利
用
い
た

だ
く
皆
さ
ま
に
も
、
梅
雨
ど
き
に
は
次

(敬称田各)

委託者 氏 名 性別 住 所 (自治会名 ) 電 話

県 大島かめよ 女 小泉53 (小泉) 23-8249 

1/ 金井勘治 男 踏入2-13-2 (踏入) 22-5214 

" 熊井英一郎 " 中央西2一13-16(下紺屋町) 23-0634 I 

1/ 矢 島良造 " 大屋204 (大屋) 36-2131 

市 間宮けき子 女 中央3-2-22 (原町) 22-1047 

" 村 山忠夫 男 下之郷350-1 (下之郷) 38-3179 

精神薄弱者相談員の皆さん

7
月
9
日
嗣

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
て
名
書
き
で
の
筆
記
用
具

郵
便
物
の
あ
て
名
書
き
に
は
、

雨
で

に
じ
ん
だ
り
し
て
あ
て
名
が
読
み
に
く

く
な
る
万
年
筆
・
サ
イ
ン
ベ
ン
は
避
け
、

雨
で
に
じ
ま
な
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
マ
ジ

ッ
ク
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
き
い
。

な
お
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
や
シ
ー
ル

な
ど
は
、
湿
気
で
は
が
れ
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
封
を
す
る
場
合
に
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

郵
便
受
箱
の
設
置
を

配
達
さ
れ
た
郵
便
物
が
、

雨
に
ぬ
れ
た
り
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
郵
便
受
箱
を
お

付
け
く
だ
さ
い
。

郵
便
受
箱

は
、
大
型
の
郵
便
物
も
入
れ

ら
れ
る
も
の
が
良
く
な
る

べ
く
郵
便
局
か
ら
お
勧
め
し

て
い
る
標
準
規
格
の
も
の
を

お
付
け
く
だ
さ
い
。

郵
便
受
箱
を
お
付
け
い
た

だ
く
場
所
は
、
通
り
に
面
し

た
わ
か
り
や
す
い
所
に
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
受

箱
と
表
札
に
は
、
ご
家
族
全

員
の
皆
さ
ま
の
氏
名
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

既
に
、
郵
便
受
箱
を
取
り

付
け
て
あ
る
こ
家
庭
は
、
雨

も
り
や
文
字
の
薄
れ
な
ど
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※時間は、

は
七
月
末
日
、
高
卒
は
七
月
十
五
日
(
第

二
報
八
月
五
日
)
ま
で
に
受
理
し
た
求

人
と
、
大
卒
な
ど
は
七
月
二
十
日
ま
で

福
祉
用
電
話

お
年
寄
り

聴
覚
障
害
者
に
便
利

上
回
電
報
電
話
局
第
一
営
業

課

宮
⑫
4
0
0
0
(
無
料
)

お
年
寄
り
ゃ
目
・
耳
の
ご
不
自
由
な

方
に
、
電
話
を
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
福
祉
用
電
話
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
い
く
つ
か

を
六
回
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

定

員

:・三
十
名
。
(
{
疋
員
に
な
り
次

第
、
締
切
.
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

今
回
は
そ
の
四
回
目
で
す
。

A

そ
の
四
〉

フ
-
フ
ツ
シ
ュ
ベ
ル

電
話
の
ベ
ル
が
聞
き
と
り
に
く
い
方

に
、
ベ
ル
の
か
わ
り
に
フ
ラ

ッ
シ

ュ
で

知
ら
せ
ま
す
。
光
度
は
二
段
階
に
切
替

え
る
こ
と
が
で
き
、
騒
音
の
あ
る
工
場

な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
「
シ

ル
バ
ー
ホ
ン
め
い
り
ょ

う
」
「
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
ひ
び
き
」
と
併

用
す
る
と
便
利
で
す
。

工
事
由
貿
・:
二
千
五
百
円

使
用
料
・
:
二
百
円
(
月
額
)

7月26日(士)

今
年
の

H

上
回
わ

っ
し
ょ
い
H

は、

七
月
二
十
六
日
出
に
行
い
ま
す
。

実
施
方
法
は
、
昨
年
と
お
お
よ
そ

同
じ
で
す
の
で
、
自
治
会
、
職
場
、

趣
味
の
会
な
ど
の
皆
さ
ん
は
、
そ
ろ

そ
ろ
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
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54年12月実施された

工業統計調査の結果報告

えつ号一一一一(射azzazz)一一一広報-第 817

7月1日

昨
年
の
暮
、
五
十
八
名
の
統
計
調
査

員
さ
ん
に
お
願
い
し
て
実
施
し
た
工
業

統
計
調
査
の
結
果
が
出
ま
し
た
の
で
、

そ
の
速
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
国
が
行
う
も
の

で
、
す
べ
て
の
生
産
活
動
を
行
っ
て
い

る
事
業
所
を
対
象
に
、
組
織
、
従
業
員

数
、
製
造
品
目
を
規
模
別
に
し
、
製
造

活
動
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
市
町
村
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を

上小地区工業統計調査 (昭和昨12月間現在)昭和54年

製造品出荷額等

年
比
一
%
日

前

対

一

山
一
円
あ

t
一
万
甲
山

!
 

実

一

り

年
比
一
%
は

前
対

一

山

一
阿

国

間

数
一
万
ぷ

実

一

グ

年
比

一%
川

前

対

一

川
一円

1

数
一
万
幻

実

一
周

年
比
一
%
川

前
対
一

m

数

一

人

制

実

一

札

年
比
一
%
日

前

対

一

引

数宰
六

原材料使用額等現金給与総額従業者数事業所数

999 

5，672，9791103.9 3，700，0911105.5 995，702 1 111.2 95.4 4，626 292 1100.0 

も
と
に
し
て
、
行
政
や
経
済
政
策
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
固
め
調
査
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
師
走
の
お
忙
し
い
中
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
員
の
皆
き
ん
、

な
ら
び
に
関
係
事
業
所
に
対
し
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
調
査
に
も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

348，1071102.1 219，0371106.2 60，316 1104.2 94.6 418 94.1 32 長門町

4，585，3931121.4 2，875，0131128.3 110.8 573，351 3，0201100.9 96.5 192 東部町

754，1751119.8 

和田村

437，5741108.2 

277，5091122.8 

539， 648 1 112.9 

276，4541100.6 

154，3951134.2 

89，037 1116.3 

105.7 

110.8 

76，348 

45，850 

7151100.3 

5111103.9 

3541104.4 

91.8 

100.0 

96.9 

67 

29 

31 

真田町

武石村

185，4401105.0 115，4931105.9 47，469 1120.6 335 1 102.1 97.0 32 

合 計 1 1，674

青木村

…額等~~

f 五生
//  

〆〆
〆 従業者敬

一ー一一一一『、 ーー

"'¥__二盟主生

51 

最近5年間の推移

97.0127，4651100.41 5，538，410 1 11l.1119，602，1691 113.1132，031，5321111.7 

上田市の工業

50年 =100

150 

140 

130 

上
田
市
は
、
千
曲
の
消
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
門
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ

め
て
、

こ
こ
に
市
民
道
草
を
定
め
ま
す
。

54 53 52 

120 

90 

T
」
時

110 

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
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